
事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 昭和47年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 473 野外活動施設維持管理費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民／市民に健全な憩いの場、体験の場として親しんでもらう。施設が安全に市民に提供される。
事務事業
対象/意図

焼津中央広場、小石川公園に設置されているSL「C50901」の維持管理。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

清掃委託の契約,施設の巡回,土・砂の補充、樹木剪定、トイレ等修繕ＳＬ安全点検・修繕

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 588
実績 0 0 380

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 1
実績 0 0 2

一般 計画 0 0 587
財源 実績 0 0 378

人件費 計画 0 0 486
実績 0 0 16

トータル 計画 0 0 1,074
コスト 実績 0 0 396

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

施設の巡回 12 12 12 12 12
28 12 12

増加目標 233.33% 100% 100%
遊具（ＳＬ）安全点検 12 12 12 12 12

15 12 12
増加目標 125% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

貸出し数合計 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000
246,000 251,000 253,000

増加目標 82% 83.67% 84.33%
事故件数 0 0 0

0 0 0
削減目標

事後評価
・市民が安心して利用できるよう、事業委託により焼津中央広場の除草作業やトイレ清掃、小石川
公園に設置されているＳＬの維持管理を行った。

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）利用についてコロナの影響で回復していないため、貸出し数合計の目標を
成果の 達成できなかった。
達成状況 ・成果指標②（達成）適切な安全管理等を行い、目標を達成した。
と要因  

・市民に健全な憩いの場、体験の場として親しんでもらうことは出来ているが、焼津中央広場は新
焼津体育館再編候補地としてスポーツ課への移管等を進めていく。

課　題

・焼津中央広場については、新焼津体育館再編候補地であるためスポーツ課へ移管等をする。
・小石川公園内SL機関車については、JRと協議の上維持管理する。

今後の
方向性

所属長 施設が安全に利用できるよう、適切な維持管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 準義務 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 477 公民館統括施設等管理費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市民/安全性を確保し、公民館利用者に安心して利用してもらう。
事務事業

市内公民館/公民館運営に支障がないように保守修繕を実施する。
対象/意図

公民館が安全で快適に利用できるよう、保険の加入や清掃・警備・コピー機・エレベーター・自動
事業概要 ドア・消防設備点検等の各種保守業務を委託し、施設を維持する。また、必要に応じ修繕及び工事
(168) を行う。

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の光熱水費、通信運搬費等の支払い。
公民館の管理運営業務委託（清掃、警備、害虫駆除）の実施。
公民館の保守点検業務委託（自動ドア、エレベーター、自家発電機、空調設備など）の実施
公民館公用車の点検

令和 破損・老朽化に伴う修繕の実施　等
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 64,407
実績 0 0 60,761

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 10,504
実績 0 0 9,490

一般 計画 0 0 53,903
財源 実績 0 0 51,271

人件費 計画 0 0 12,318
実績 0 0 5,703

トータル 計画 0 0 76,725
コスト 実績 0 0 66,464

令和5年度　事務事業評価書



。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

全ての開館日に施設点検を実 ％ 9 9 9 9 9
施した公民館の数。 9 9 9

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館を支障なく運営できた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%
公民館利用者数 人 222,900 279,100 322,100 365,100 406,100

230,673 297,588 324,941
増加目標 103.49% 106.62% 100.88%

事後評価
・公民館の施設管理のため、清掃業務等の管理運営委託および自動ドア、エレベーター、浄化槽等
の保守点検委託を実施するとともに、日々の公民館職員による点検を実施し、公民館を支障なく運
営した。
・空調設備をはじめ、器具等に故障が発生した場合には迅速に修繕を実施し、利用者が安全で快適
に利用できるように努めた。
・令和５年度の公民館利用者数の合計は324,941人で、前年度より27,353人増加した。内訳は以下
のとおり。
東益津公民館：33,517人

実施結果
大富公民館：42,843人

(748)
小川公民館：47,717人
和田公民館：38,694人
豊田公民館：29,121人
港公民館：25,843人
大村公民館：30,414人
焼津公民館：42,093人
大井川公民館：34,699人

・公民館を支障なく運営することができた。
成果の
達成状況
と要因

・施設や機器の老朽化により修繕が必要な箇所が増えている。

課　題

・継続して、施設管理および修繕を実施する。

今後の
方向性

所属長 ・利用者が安心安全に利用できるよう定期的に点検を実施していく。修繕が必要な箇所があれば早
意見(72) 期に対応し安全確保に努める



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和28年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 449 社会教育委員費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

社会教育委員／意見や助言を言ってもらう。社会教育分野の情報や知識を習得してもらう
事務事業
対象/意図

社会教育に関し、教育長を経て教育委員会に助言するため、次の職務を行う。
事業概要 ・社会教育に関する諸計画を立案すること
(168) ・定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、意見を述べること

・職務を行うために必要な研究調査を行うこと

手
段
・
実
施
内
容
等

・社会教育委員会を開催（年４回）。
・中部地区社会教育委員連絡協議会志太地区社会教育委員研修会へ参加。
・中部地区社会教育委員連絡協議会合同研修会へ参加。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 821
実績 0 0 691

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 821
財源 実績 0 0 691

人件費 計画 0 0 2,174
実績 0 0 263

トータル 計画 0 0 2,995
コスト 実績 0 0 954

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

委員会開催回数 回 3 3 3 3 3
3 3 4

その他 100 100 133.33
研修会等出席人数 人 30 30 30 30 30

35 24 47
その他 116.66 80 156.66

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

意見や助言をした委員数 人 15 15 14 14 14
15 15 14

その他 100 100 100
情報や知識の習得を生かすこ 人 15 15 14 14 14
とができたと回答した委員数 15 15 14

その他 100 100 100

事後評価
・焼津市社会教育委員会を開催（年４回）。うち１回は校長会との意見交換会を実施した。
・中部地区社会教育委員連絡協議会志太地区社会教育委員研修会へ参加した。
・社会教育委員長については、事務局担当職員と一緒に関東甲信越静地区の研修会へも参加した。

実施結果
(748)

社会教育委員会の開催を４回実施し校長会との意見交換会を開催した。また、委員より多くの意見
成果の を聞くことができた。
達成状況
と要因

コミュニティ活動や学校教育、コミュニティスクールとの連携など、社会教育で扱う分野がより広
範囲になっている。

課　題

社会教育の充実のための事業である社会教育委員が、社会教育行政に対して意見を述べる事業であ
り、妥当である。

今後の
豊富な知識や経験を持つ社会教育委員の意見によって、社会教育行政に民意が反映されている。今

方向性
後も引き続き定例会を開催し意見や助言を聞き、事業に活かしていく。
 

所属長 社会教育委員からの意見や助言を本市の施策や事業に活かせるよう、今後も本事業を実施していく
意見(72) 。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 450 社会教育振興事務費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

スマイルライフ推進課事務局職／教育に関する知識を習得する
事務事業
対象/意図

日々変化する社会教育のニーズに対応するために、支援のための職員を雇用するとともに、各種研
事業概要 修へ参加する
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

各種社会教育関連事業支援、各種研修会参加

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 1,212
実績 0 0 1,121

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 1,212
財源 実績 0 0 1,121

人件費 計画 0 0 257
実績 0 0 74

トータル 計画 0 0 1,469
コスト 実績 0 0 1,195

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

参加回数 回 3 3 3 3 3
2 6 3

その他 66.66 200 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

社会教育に関する知識を習得 % 100 100 100 100 100
したという職員の割合 100 100 100

その他 100 100 100

事後評価
・会計年度任用職員（1人）の雇用に係る人件費を支出した
・各種社会教育関連事業への支援をした
・コミュニティスクール連絡協議会、家庭教育支援事業市町担当者会議等へ参加した

実施結果
(748)

支援のための職員を採用したことにより、職員が社会教育に関する研修会等への参加が可能となり
成果の 必要な知識を習得した。
達成状況
と要因

社会教育事業の運営に関し、地域課題の解決や地域コミュニティの醸成など、新たな視点を求めら
れるようになっているため、より職員が広い視野で知識を習得する必要がある。

課　題

行政職員の活動に関する支援であり、また、社会教育業務に携わる職員の業務、研修であり妥当で
ある。職員が知識を習得することで、本市の社会教育の充実につながる。

今後の
方向性

所属長 今後も職員の知識取得や他自治体との連携を図る研修会への積極的な参加と効果的で効率的な事務
意見(72) 執行に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 455 焼津市ボーイスカウト育成支援事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

焼津市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会／青少年健全育成を実施する焼津市ボーイスカ
事務事業

ウト・ガールスカウト連絡協議会に活動を活発に行ってもらう。
対象/意図

青少年の健全育成事業を行っている焼津市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会に補助金を
事業概要 交付する。焼津市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会は、市内の４ボーイスカウト及び３
(168) ガールスカウトの７団体で組織されている。

手
段
・
実
施
内
容
等

焼津市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会育成事業補助金交付要綱の制定（４月）
焼津市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会から申請書を受付（５月）
焼津市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会から実績報告書の受理、補助金の交付（翌４月
）

令和 ４年毎、全国大会である日本ジャンボリーが開催される。その参加事業に補助金を交付する。
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 405
実績 0 0 405

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 405
財源 実績 0 0 405

人件費 計画 0 0 494
実績 0 0 152

トータル 計画 0 0 899
コスト 実績 0 0 557

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

協議会の主な活動 19 19 19 19 19
15 20 19

その他 78.95 105.3 100
BS・CSの主な活動 100 100 100 100 100

100 100 100
その他 100 100 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

 BS・GS団員数 146 146 146 146 146
131 134 116

増加目標 89.73% 91.78% 79.45%

事後評価
焼津市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会が行った事業や活動に対し、補助率２分の１、
補助金額405千円を交付し、青少年の健全育成に係る活動を支援した。

実施結果
(748)

協議会は、市の行事など協力など活発に活動しているが、少子化に加え、塾やクラブ活動などへ参
成果の 加する児童が多く、団員数が減少傾向である。その為、目標を達成することができなかった。
達成状況
と要因

加入者の減少や、指導者・リーダー不足が課題がある。

課　題

地域発展のために必要な焼津市ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ・ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ連絡協議会への支援を従来通りすすめる。

今後の
方向性

所属長 青少年の健全育成や地域貢献に繋がっている焼津市ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ・ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ連絡協議会の活動を引き続
意見(72) き支援していく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 456 東益津公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、社会学級、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 239
実績 0 0 214

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 239
財源 実績 0 0 214

人件費 計画 0 0 221
実績 0 0 566

トータル 計画 0 0 460
コスト 実績 0 0 780

令和5年度　事務事業評価書



民館から地域交流センターに移行するにあたり、地域の拠点施設としての機能を
より一層強化していくためにも、講座内容を、ニーズに合わせて検討していく必要がある。

今後の
方向性

所属長 人生100年時代を迎え、市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活
意見(72) 動につながる重要な事業である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 11 10 10 10 10 10
8 10 10

増加目標 72.73% 100% 100%
社会学級実施回数 回 24 23 23 23 23 23

15 21 22
増加目標 62.5% 91.3% 95.65%

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10 10
8 10 9

増加目標 80% 100% 90%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座参加者延べ人数（計 人数 500 500 500 500 500 500
画は定員×講座回数） 299 333 355

増加目標 59.8% 66.6% 71%
社会学級参加者延べ人数（計 人数 989 864 897 897 897 897
画は定員×講座回数） 298 561 646

増加目標 30.13% 64.93% 72.02%
高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 500 500 500 500 500 500
計画は定員×講座回数） 175 245 228

増加目標 35% 49% 45.6%

事後評価
・木曜講座（成人学級１学級）、社会学級（坂本・16自治会・浜当目の３学級）、高草学級（高齢
者学級１学級）を計画どおりに実施することができた。
・成人学級は10回開催、延べ参加者355人、社会学級は３学級合計で22回開催、延べ参加者数646人
、高齢者学級は９回開催、延べ参加者数228人で、それぞれの講座・学級の内容が、講座生に好評
であった。

実施結果
(748)

それぞれの講座・学級とも、高齢者が多いため、雨天や夏の暑さ、寒さなどの天候により出席率に
成果の 影響する。
達成状況
と要因

特に、社会学級では、高齢や健康状態により、役員になりたがらない傾向にあり、運営が難しくな
ってきている。高齢者の講座生に、負担にならなないように、１年間の講座数を検討する必要があ
る。

課　題

令和６年度から公



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和57年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 457 大村公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、社会学級、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 399
実績 0 0 382

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 399
財源 実績 0 0 382

人件費 計画 0 0 711
実績 0 0 468

トータル 計画 0 0 1,110
コスト 実績 0 0 850

令和5年度　事務事業評価書



きがいづくり活
意見(72) 動につながる重要な事業である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 21 21 21 19 19
14 19 20

増加目標 66.67% 90.48% 95.24%
社会学級実施回数 回 14 12 12 12 12

11 13 14
増加目標 78.57% 108.33% 116.67%

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10
5 9 10

増加目標 50% 90% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座参加者延べ人数（計 人数 902 856 850 850 850
画は定員×講座回数） 442 524 551

増加目標 49% 61.21% 64.82%
社会学級参加者延べ人数（計 人数 510 552 500 500 500
画は定員×講座回数） 184 150 165

増加目標 36.08% 27.17% 33%
高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 440 420 400 400 400
計画は定員×講座回数） 132 259 184

増加目標 30% 61.67% 46%

事後評価
・健康、教養、生きがいづくりなどを学び、向上するための成人講座（２学級）、社会学級（３学
級）、高齢者学級（１学級）の講座を計画・実施した。
・成人講座は２学級合計で20回開催、延べ参加者数551人、社会学級は３学級合計で14回開催、延
べ参加者数165人、高齢者学級は10回開催、延べ参加者数184人であった。

実施結果
(748)

講座は予定通りの回数を計画し実施することができた。
成果の 参加人数は登録だけして出席しない講座生も多く目標を達成できなかった。
達成状況
と要因

講座生の高齢化も進み年々出席率は下がる一方。
登録だけして出席しない講座生が多数いる。

課　題

一般聴講生の募集を行い、参加者数を伸ばす。

今後の
方向性

所属長 人生100年時代を迎え、市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 458 豊田公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人に公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。
 

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 239
実績 0 0 227

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 239
財源 実績 0 0 227

人件費 計画 0 0 221
実績 0 0 1,207

トータル 計画 0 0 460
コスト 実績 0 0 1,434

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人学級実施回数 人 10 10 10 10 10 10
6 10 10

増加目標 60% 100% 100%
高齢者学級実施回数 人 9 9 9 9 9 9

7 9 9
増加目標 77.78% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人学級参加延べ人数（計画 ％ 390 350 360 360 360 360
は応募人数×講座回数 184 267 266

増加目標 47.18% 76.29% 73.89%
高齢者学級参加延べ人数（計 人 405 387 387 387 387
画は応募人数×講座回数 214 395 304

増加目標 52.84% 102.07% 78.55%

事後評価
・成人学級（１学級）、高齢者学級（１学級）を開催。
・各学級においては、年間を通じて、環境・防災・健康などの講座、コンサートなどを実施。
・成人学級は10回開催、延べ参加者数266人、高齢者学級は９回開催、延べ参加者数304人であった
。

実施結果
(748)

生涯学習という側面から「楽しい」だけでなく「学ぶ」場であることを意識し、講師を選定して
成果の いる。講座生からは、いずれの回も好評を得ている。
達成状況
と要因

　一年を通じての出席率を75％を目標として考えているが、天候や体調不良などで出席率が左右さ
れる。特に、高齢者学級は、講座生全員が徒歩又は自転車での来館のため、天候が出席率に大きく
影響している。

課　題

引き続き、生涯学習を目的とした学習内容を検討しながら、講座生に楽しんでいただける内容も
しっかり組み込んで、出席率の増に努める。

今後の
方向性

所属長 市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活動につながる重要な事業
意見(72) である。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和57年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 459 焼津公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、社会学級、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 484
実績 0 0 439

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 484
財源 実績 0 0 439

人件費 計画 0 0 711
実績 0 0 9,196

トータル 計画 0 0 1,195
コスト 実績 0 0 9,635

令和5年度　事務事業評価書



生100年時代と
なったので高齢者の公民館利用者も大切にしながら、新たに新元気世代以下にも利用してもらえる
ような講座等の検討が必要になってきている。

課　題

令和６年度の地域交流センター化に伴い、これまで実施してきた学習機会の提供と併せて、地域課
題の解決や地域住民の実生活に役立つ知識を習得してもらう講座や学習会の開催を検討していく。

今後の
方向性

所属長 人生100年時代を迎え、市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活
意見(72) 動につながる重要な事業である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 21 21 21 21 21
14 40 34

増加目標 66.67% 190.48% 161.9%
社会学級実施回数 回 14 12 12 12 12

11 18 14
増加目標 78.57% 150% 116.67%

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10
5 9 8

増加目標 50% 90% 80%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座参加者延べ人数（計 人数 902 856 850 850 850
画は定員×講座回数） 442 707 726

増加目標 49% 82.59% 85.41%
社会学級参加者延べ人数（計 人数 510 552 500 500 500
画は定員×講座回数） 184 280 251

増加目標 36.08% 50.72% 50.2%
高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 440 420 400 400 400
計画は定員×講座回数） 132 261 238

増加目標 30% 62.14% 59.5%

事後評価
・成人講座（１学級）、社会学級（２学級）、高齢者学級（１学級）は、計画を上回る開催回数と
なったが、高齢者学級は荒天のため２回中止とした。
・実績として、成人講座は34回、延べ参加者726人、社会学級は２学級合計で14回、延べ参加者251
人、高齢者学級は８回、延べ参加者238人であった。
・各講座や学習会で、防災講座、歴史講座、認知症予防講座、健康講座、料理講座、音楽講座、ス
マホ講座など様々なテーマで実施し地域の方々の生涯学習に寄与することができた。

実施結果
(748)

参加希望者の学習意欲に応えられるよう定員数を多く設定しているが、継続的に参加していた講座
成果の 生の高齢化もあり参加者は減少傾向にある。
達成状況
と要因

コロナ前の公民館活動に戻ってきたが、利用者が高齢化してきたように感じる。人



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 460 小川公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、認知症予防
講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマの学習を実
施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 298
実績 0 0 280

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 298
財源 実績 0 0 280

人件費 計画 0 0 221
実績 0 0 41

トータル 計画 0 0 519
コスト 実績 0 0 321

令和5年度　事務事業評価書



んでいただける内容も
しっかり組み込んで、出席率の増に努める。

今後の
方向性

所属長 市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活動につながる重要な事業
意見(72) である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 20 20 20 20 20
13 20 20

増加目標 65% 100% 100%
社会学級実施回数 回 16 8 0 0 0

8 8 0
増加目標 50% 100%

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10
7 10 10

増加目標 70% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座参加者延べ人数（計 人数 1,022 1,320 1,320 1,320 1,320
画は定員×講座回数） 700 872 835

増加目標 68.49% 66.06% 63.26%
社会学級参加者延べ人数（計 人数 147 80 0 0 0
画は定員×講座回数） 147 80 0

増加目標 100% 100%
高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 196 240 240 240 240
計画は定員×講座回数） 111 141 127

増加目標 56.63% 58.75% 52.92%

事後評価
・各講座とも年間を通じて、環境・防災・健康などの市の出前講座、その他講師を招いての映画講
座、バイオリンコンサートなどを実施し、知識や教養の向上に努めた。
・実績として成人学級（２学級）は、２学級合計で20回開催、延べ参加者835人、高齢者学級（１
学級）は10回開催、延べ参加者127人であった。
 

実施結果
(748)

　生涯学習という側面から「楽しい」だけでなく「学ぶ」場であることを意識し、講師を選定して
成果の いる。講座生からは、いずれの回も好評を得ている。
達成状況
と要因

　一年を通じての出席率を75％を目標として考えているが、天候や体調不良などで出席率が左右さ
れる。特に、高齢者学級は、講座生全員が徒歩又は自転車での来館のため、天候が出席率に大きく
影響している。

課　題

　引き続き、生涯学習を目的とした学習内容を検討しながら、講座生に楽し



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和56年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 461 港公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、社会学級、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 232
実績 0 0 158

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 232
財源 実績 0 0 158

人件費 計画 0 0 221
実績 0 0 89

トータル 計画 0 0 453
コスト 実績 0 0 247

令和5年度　事務事業評価書



向性

所属長 市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活動につながる重要な事業
意見(72) である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 16 16 16 16 16
11 16 13

増加目標 68.75% 100% 81.25%
社会学級実施回数 回

増加目標

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10
8 9 9

増加目標 80% 90% 90%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座参加者延べ人数（計 人数 706 538 499
画は定員×講座回数） 354 454 357

増加目標 50.14% 84.39% 71.54%
社会学級参加者延べ人数（計 人数

画は定員×講座回数）
増加目標

高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 390 250 171
計画は定員×講座回数） 224 141 124

増加目標 57.44% 56.4% 72.51%

事後評価
・成人講座（女性学級８回、父親学級５回）、高齢者学級（１学級９回）は、夏の猛暑のために８
月は休みにしたこと、講師の体調不良によりキャンセルになっため達成率が100％にならなかった
が、それ以外は概ね計画どおり実施できた。
・実績として成人講座は２学級合計で13回開催、延べ参加者357人、高齢者学級は９回開催、延べ
参加者124人であった。

実施結果
(748)

成人講座、高齢者学級の参加者延べ人数は、ともに達成率が70％以上であり多く方々に参加してい
成果の ただくことができたと思われる。
達成状況
と要因

成人講座の館外研修が、定員に満たなかったため、希望した方については申し訳なかったが中止に
にした。これは、講座生のニーズの把握が十分できていなかったこと、準備・周知期間が短かった
ことが原因と考えられる。

課　題

館外研修に限らず講座生のニーズをアンケートを取るなどして十分把握したうえで講座を企画して
いく。そうすることでより参加率を増やせるようにしていきたい。

今後の
方



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 462 大富公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、社会学級、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 190
実績 0 0 188

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 190
財源 実績 0 0 188

人件費 計画 0 0 221
実績 0 0 163

トータル 計画 0 0 411
コスト 実績 0 0 351

令和5年度　事務事業評価書



。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 10 10 10 10 10
6 9 10

増加目標 60% 90% 100%
社会学級実施回数 回

増加目標

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10
7 10 9

増加目標 70% 100% 90%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座参加者延べ人数（計 人数 1,000 800 800 800 800
画は定員×講座回数） 374 513 491

増加目標 37.4% 64.13% 61.38%
社会学級参加者延べ人数（計 人数

画は定員×講座回数）
増加目標

高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 880 800 800 800 800
計画は定員×講座回数） 313 457 372

増加目標 35.57% 57.13% 46.5%

事後評価
・５月の開講記念コンサートから始まり、１年を通して健康・防災等に関する講座を開催した。
・実績として成人学級（１学級）については館外研修も含め10回開催、延べ参加者491人、高齢者
学級（１学級）は10回開催、延べ参加者372人であった。
 

実施結果
(748)

・健康や歴史など参加者の興味を引きそうな講座を開催した。
成果の ・コンサートも開催し、参加者が癒しとなる場も設けた。
達成状況 ・参加者にアンケートを実施したところ、満足度は高かった。
と要因

・年度初めは参加率が高いが、徐々に下がってくる傾向がある。
・当日の天候にも左右され、雨の日や寒い時期は50％に達しないこともある。

課　題

・アンケート結果を元に、参加者が何を学びたいか、何を求めているかを分析し、出席率が高い水
準で維持できるよう努めていく。

今後の
方向性

所属長 人生100年時代を迎え、市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活
意見(72) 動につながる重要な事業である



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 463 和田公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、社会学級、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 220
実績 0 0 197

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 220
財源 実績 0 0 197

人件費 計画 0 0 221
実績 0 0 614

トータル 計画 0 0 441
コスト 実績 0 0 811

令和5年度　事務事業評価書



が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活
意見(72) 動につながる重要な事業である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 10 10 10 10 10
7 10 10

増加目標 70% 100% 100%
社会学級実施回数 回

増加目標

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10
6 9 10

増加目標 60% 90% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座参加者延べ人数（計 人数 600 600 300 300 300
画は定員×講座回数） 274 145 120

増加目標 45.67% 24.17% 40%
社会学級参加者延べ人数（計 人数

画は定員×講座回数）
増加目標

高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 330 330 600 600 600
計画は定員×講座回数） 118 247 295

増加目標 35.76% 74.85% 49.17%

事後評価
・わかしお学級（成人学級）、さわやか学級（高齢者学級）は予定どおり開催することができ、成
人学級は10回開催、延べ参加者数120人、高齢者学級は10回開催、延べ参加者数295人であった。
・３月最後の学級は合同講座として、和田自主グループの和田ギターアンサンブルによるギターコ
ンサートを開催するなど、一年をとおして講座生の皆さんに楽しんでいただくことができた。

実施結果
(748)

・定番の講師による講座は興味を持つ方が多く出席率が高い。
成果の
達成状況
と要因

・自転車やバイクで来館される講座生がいるため、天候によって出席率に影響が出やすい。
・講座生の高齢化が進んでいるため、体調に配慮する必要がある。

課　題

・次年度も引き続き両学級に申込みする方が多いため、他の地域交流センターの講座等を参考に飽
きの来ない学習を取り入れて、講座生が興味を持って楽しんでいただける内容にしていき、出席率

今後の
の向上につなげていく。

方向性

所属長 人生100年時代を迎え、市民



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成20年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 464 大井川公民館成人教育事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

市内の成人/公民館で学習の機会を提供し、実生活に役立つ知識を習得してもらう。
事務事業
対象/意図

・公民館で市内の成人を対象とし、消費生活や環境問題、男女共同参画など、主として現代的な課
事業概要 題や社会問題について学習を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

成人講座、社会学級、高齢者学級等を概ね月に１回開催し、防災講座、古典文学講座・歴史講座、
認知症予防講座・介護保険講座、健康講座、料理講座、音楽講座、スマホ講座など、様々なテーマ
の学習を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 253
実績 0 0 253

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 253
財源 実績 0 0 253

人件費 計画 0 0 221
実績 0 0 196

トータル 計画 0 0 474
コスト 実績 0 0 449

令和5年度　事務事業評価書



を組み立てたこ
成果の とにより、それぞれの参加者から好評を得ることができた。また、普段は利用者の多くが女性であ
達成状況 るが、講座によっては、男性参加者が見られるものもあった。いろいろな人たちが興味を持てる分
と要因 野での講座の企画によるものと考えられる。

 
受講者に高齢者が多いことから、天候や体調により参加率への影響がある。

課　題

これまでの実績に加え、地域交流センターとして地域資源を活用した講座を開催し、新しい分野で
の学びの機会を提供するとともに地域住民と地元企業をつなげる活動も行っていきたい。

今後の
方向性

所属長 人生100年時代を迎え、市民が健康に心豊かに暮らしていくための健康づくりや生きがいづくり活
意見(72) 動につながる重要な事業である。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

成人講座実施回数 回 10 10 10 10 10
7 10 10

増加目標 70% 100% 100%
成人短期講座実施回数 回 12 7 7 15

10 7 16
増加目標 83.33% 100% 228.57%

高齢者学級実施回数 回 10 10 10 10 10
7 10 10

増加目標 70% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

生涯学習講座参加者延べ人数 人数 800 800 800 800 800
（計画は定員×講座回数） 415 420 480

増加目標 51.88% 52.5% 60%
成人短期講座参加者延べ人数 人数 156 99 100 400

131 83 426
増加目標 83.97% 83.84% 426%

高齢者学級参加者延べ人数（ 人数 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
計画は定員×講座回数） 489 611 657

増加目標 48.9% 61.1% 65.7%

事後評価
・コロナウイルス感染症が５類に引き下げられたことにより、計画した講座すべてを開催すること
ができた。
・成人学級（生涯学習講座）、成人短期講座、高齢者学級それぞれの開講意図に基づいて講座内容
を実施し、特に成人短期講座では、これまでの実績に加え生涯学習施設としてより幅広い層に興味
を持ってもらえるように多岐に渡る分野での講座を企画し開催した。
・また、生涯学習講座、高齢者学級では、対象年齢や定員により内容の工夫が必要となる中で受講
者に楽しんで学んでもらえるような講座を実施した。
・成人学級は10回開催、延べ参加者数480人、成人短期講座は16回開催、延べ参加者数426人、高齢

実施結果
者学級は10回開催、延べ参加者数657人であった。

(748)

生涯学習講座、成人短期講座、高齢者学級それぞれの開講意図に基づいて講座内容



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 465 はたちの集い開催費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

①焼津市民及び他市等に住む成人（20歳）で焼津市はたちの集いに参加を希望する方②市民／20歳
事務事業

として自覚とふるさとへの愛着をもってもらう。
対象/意図

はたちの成人（20歳）を祝福するため、式典を開催する。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

式典開催する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 2,420
実績 0 0 2,685

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 2,420
財源 実績 0 0 2,685

人件費 計画 0 0 4,106
実績 0 0 3,775

トータル 計画 0 0 6,526
コスト 実績 0 0 6,460

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

会場 2 2 2 2 2
2 2 2

その他 100 100 100
実行委員活動回数 2 3 3 3 3

2 3 3
その他 100 100 100

式典参加者数 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200
1,080 1,091 1,152

増加目標 90% 90.92% 96%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

参加率 80 80 80 80 80
72.8 74.4 76.9

増加目標 91% 93% 96.13%
式典運営が良かったと答えた 100 100 100 100 100
人の割合 98 98 93

増加目標 98% 98% 93%

事後評価
実行委員が中心となり「はたちの集い」を２会場２回方式で開催した。また会場に来場できない方
達を対象に式典の様子をLIVE配信した。
(開催概要)
・日程：令和６年１月７日（日）
・会場：焼津文化会館、大井川文化会館
・参加者：1,152人

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）参加率は増えているが、目標を達成できなかった。
成果の ・成果指標②（未達成）高い水準ではあるが、目標を達成できなかった。
達成状況
と要因

・参加者にとって思い出に残る式典を実行委員中心に開催できているが、式典等のあり方を今後も
検討していく必要がある。

課　題

開催会場や開催方法などを再検討し、今後も思い出に残る「はたちの集い」を実施したい。

今後の
方向性

所属長 社会人として自覚や地域等への感謝の気持ちの醸成が図られ、地域に愛着を持ってもらえるよう「
意見(72) はたちの集い」開催事業の実施に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和54年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 466 少年の船運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

焼津市内の中学２・３年生／海の知識と海洋事業を体験し、水産都市焼津への興味と理解を深めて
事務事業

もらう。乗船体験を通して友情と協調性を養ってもらう。
対象/意図

焼津水産高等学校の実習船を利用し、焼津市の中学２、３年生を対象に、船内での宿泊を伴う洋上
事業概要 体験学習を、県と共催で実施する事業である。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

市内中学２・３年生36人が参加し、7月上旬にオリエンテーション、7月末に２泊３日で伊豆大島へ
の研修（船内研修、現地研修）を実施し、８月上旬に事後研修を実施。また研修終了後に体験集を
作成。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 1,515
実績 0 0 1,319

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 324
実績 0 0 324

一般 計画 0 0 1,191
財源 実績 0 0 995

人件費 計画 0 0 4,011
実績 0 0 80,245

トータル 計画 0 0 5,526
コスト 実績 0 0 81,564

令和5年度　事務事業評価書



く。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

参加者数 18 36 36 36 36
17 34 36

その他 94.4 94.4 100
研修日数 2 2 5 5 5

2 2 5
その他 100 100 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

海洋事業に興味を持った参加 80 80 80 80 80
者の割合 100 100 100

その他 125 125 125
協調して研修することができ 80 80 80 80 80
た参加者数の割合 100 100 100

その他 125 125 125

事後評価
・洋上体験学習を通じて友情や協調性を養い、水産都市焼津への興味と理解を深めることを目的に
市内中学２・３年生を対象とした焼津水産高校の実習船での宿泊を伴う２泊３日の研修を実施した
。
（開催概要）
・研修日：令和５年７月26日から28日
・参加者：36人
・研修先：伊豆大島
・研修内容：操舵体験、洋上観測、釣り体験、現地研修（栽培漁業センター見学、三原山登山など

実施結果
）

(748)

・成果指標①（達成）乗船体験など自らが海洋事業を体験する内容となっていることで興味を持っ
成果の た参加者数の目標を達成した。
達成状況 ・成果指標②（達成）船内泊など普段と違う生活の中で仲間と協力する機会が多くあることで目標
と要因 を達成することができた。

乗船体験を通して水産都市焼津への興味と理解を深め、友情と協調性を養うことに一助となってい
るが、真夏の開催ということもあり、更なる熱中症等の対策が必要である。

課　題

青少年教育の一環として乗船体験を通じて友情と協調性を養い水産都市焼津への興味と理解を深め
るための事業として、従来通りで進める。

今後の
方向性

所属長 乗船体験を通して友情と協調性を養い、水産都市焼津への興味と理解を深める青少年教育事業とし
意見(72) て引き続き実施してい



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 01 新元気世代の生きがいづくり
事務事業名 467 新元気世代プログラム事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている30
目指す姿

概ね50歳～∞の元気な壮年＝『新元気世代』／運動・食・社会参加・趣味を活かして、生き生きと
事務事業

暮らすことによって、健康で長生きをし、幸せな人生を送ることができる
対象/意図

概ね50歳以上の「新元気世代」を対象に、健康維持と生きがいづくりを推進するプログラムを提供
事業概要 することにより、市民がいつまでも生き生きと生活することができるようになることを目指す。
(168) ①趣味クラブ講座等実施②専用ホームページ等による情報提供③新元気世代人材育成講座の開催

手
段
・
実
施
内
容
等

新元気世代アクションプログラム（令和２年度～令和６年度）の推進
 
・庁内検討会議　２回程度、推進協議会　２回程度
・「焼津おとな倶楽部」講座の企画運営

令和 ・新元気世代ホームページ運用
5年度 ・新元気世代人材育成講座の開催

・スマスルライフ推進センターの利活用検討

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 4,154
実績 0 0 4,007

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 1,847
支出金 実績 0 0 1,620
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 460
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 1,847
財源 実績 0 0 2,387

人件費 計画 0 0 10,441
実績 0 0 10,519

トータル 計画 0 0 14,595
コスト 実績 0 0 14,526

令和5年度　事務事業評価書



を図る必要がある。
・多くの市民が趣味のきっかけづくりの講座を通して、生きがいづくりにつながる事業であるため

課　題
、今後も継続して取り組んでいく。

・多くの市民が趣味のきっかけづくりの講座を通して、生きがいづくりにつながる事業であるため
、プログラムを見直し、多くの市民が生きがいをもって豊かに暮らしていけるよう、今後も継続し

今後の
て取り組んでいく。

方向性

所属長 市民の健康寿命の延伸と生涯にわたり笑顔で暮らすための生きがいづくりを推進する事業であり、
意見(72) 今後も継続して取り組んでいく。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

講座開催回数（趣味活案内人 回 50 60 80 80 80
講座＋主催講座） 70 67 94

増加目標 140% 111.67% 117.5%
会議の開催回数 回 2 2 2 2 2

1 2 2
その他 50% 100% 100％

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

講座参加延べ人数2（趣味活 人 500 800 1,000 1,300 1,300
案内人講座＋主催講座） 846 1,487 1,598

増加目標 169.2% 185.88% 159.8%

事後評価
・概ね50歳以上の新元気世代の市民の「健康維持」と「生きがいづくり」に向け、料理、散策、工
作、学習、伝統文化、運動などの趣味活案内人講座や主催講座を94講座を実施し、延べ1,598人が
受講した。また、「焼津おとな倶楽部」のホームページを管理・運営し、講座情報等を発信した。
・市民講師やスマホ相談員を育成する講座を行い、15人が受講し、趣味活案内人（市民講師）とし
て新たに４人が登録（総数47人）、スマホ相談員は、９人が登録（総数18人）し、自身の培った経
験や知識を、同世代（新元気世代）に伝えられる機会を創出した。
・新元気世代プログラムアクションプログラムの進捗管理及びアクションプログラム改訂版支援業
務委託により、アクションプログラム改訂版の策定を行った。

実施結果
(748)

・成果指標①（達成）市民講師を育成し、多くの講座を開催し、広報やいづでは特集も掲載し、あ
成果の らゆる媒体を活用したことで、認知度も上がり、受講者（参加者）が大幅に増え、目標を達成した
達成状況 。
と要因

・受講者の比較的若い年代の方の参加が少なく、また男性も参加が少ないため、夜間や休日、プロ
グラムの見直し等を行い、新元気世代の生きがいづくりの推進



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成20年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 468 子ども体験活動事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域の子ども/多彩な体験活動をする。
事務事業
対象/意図

子どもたちが異年齢集団や地域の中で多彩な体験活動するために、市内９公民館で様々な体験活動
事業概要 や講座を実施する。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

あそびなんでも少年団（小川）、豊田科学研究所（豊田）ふるさとジュニアカレッジ（東益津）、
子ども料理体験（大村、焼津、大富）、子ども教室（英語）（港)、親子ハワイアンフラ（和田）
ジュニア合唱団・吹奏楽団（大井川）を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 663
実績 0 0 573

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 663
財源 実績 0 0 573

人件費 計画 0 0 656
実績 0 0 1,303

トータル 計画 0 0 1,319
コスト 実績 0 0 1,876

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

子ども体験事業実施公民館数 館 9 9 9 9 9
9 9 9

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

子供の体験活動参加者数 人 1,567 3,134 4,701 6,268 7,835
3,216 3,239 3,311

増加目標 205.23% 103.35% 70.43%

事後評価
・各公民館において異年齢集団による体験活動を実施した。
・あそびなんでも少年団（小川）、豊田科学研究所（豊田）ふるさとジュニアカレッジ（東益津）
、子ども料理体験（大村、焼津、大富）、親子ハワイアンフラ（和田）ジュニア合唱団・吹奏楽団
（大井川）等を開催し、延べ3,300人を超える参加があった。

実施結果
(748)

成果指標①(未達成)地域と連携し、様々な体験活動を実施したが、参加者を集めることができず目
成果の 標を達成できなかった。
達成状況
と要因

少子化や様々なクラブ活動がある中で参加者を集めること

課　題

今後も、学校、放課後児童クラブおよび各種地域団体等と連携して子供の体験活動を実施する。

今後の
方向性

所属長 子ども達の成長を地域で見守り育てることが健全育成・地域コミュニティの形成につながるため引
意見(72) き続き地域団体と連携し推進していく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成20年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 469 大井川ジュニア合唱団運営事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

小中学生/生涯に渡って音楽に親しみ、音楽を愛する心を育むとともに、音楽活動を通じて、地域
事務事業

社会に貢献する継続的な活動を行う。
対象/意図

大井川ジュニア合唱団の運営を支援していく経費
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

毎年８月に行う定期演奏会（ミュージカル）を主として、月３回の練習を基本として行い、また、
焼津市主催の、明るい街づくり市民大会や、成人式などに参加し、歌声を届ける活動をし、踊夏祭
やほほえみまつりなど、地域で開催されるイベントに参加する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 694
実績 0 0 686

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 694
財源 実績 0 0 686

人件費 計画 0 0 158
実績 0 0 601

トータル 計画 0 0 852
コスト 実績 0 0 1,287

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

定期演奏会実施回数 回 1 1 1 1 1
1 1 1

その他 100％ 100％ 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

定期演奏会来場者数 人数 700 700 700 700 700
500 700

その他 71.4％ 100%

事後評価
・コロナウイルス感染症が５類に引き下げられたことを受け、定期演奏会を一般観覧者を入れての
通常開催としたことから、会場借上げ料や講師謝礼等の支出を行うとともに、ホームページや市内
公共施設等へのチラシの配架による情報発信を行った。
・口コミ等によりチケットは、予定枚数をすべて配布し、当日の観覧者数も目標を達成することが
できた。
・開催日　令和５年８月20日
・会場　大井川文化会館ミュージコ
・観客数　700人

実施結果
(748)

関係者及び関係部署と連携を図るとともに広報活動を行うことにより、定期演奏会開催に向けた支
成果の 援を行うとともに地域開催イベントへの参加支援も行った。
達成状況
と要因

少子化の影響もあり、団員数が最盛期と比較して減少が見られる。団員数の増加を図ることが課題
である。

課　題

子どもたちに合唱やミュージカルといった芸術活動を通した達成感や仲間との協力で得られる団結
感など様々な経験できる場を提供するとともに、団員増に向けた広報など周知を図る。

今後の
方向性

所属長 音楽を通じ、豊かな心を育み仲間づくりなど青少年の健全育成の推進を引き続き継続していく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成11年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 470 青少年ボランティア体験活動支援事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市内の中学生及び高校生(それに準ずる青少年)年齢(13歳～18歳)に達する者／ボランティア活動を
事務事業

おこなってもらう。
対象/意図

青少年に社会参加の場を提供・活動を体験してもらう。
ボランティア活動を希望する中高生に、ボランティア人材バンクに登録してもらいボランティア活

事業概要 動の場を紹介する事業を実施している。基本募集期間は4月から2月まで行い、その他随時登録でき
(168) るようにする。１年毎登録をお願いしている。

手
段
・
実
施
内
容
等

人材バンク登録者の募集。登録者へのボランティア活動の紹介。活動者と受け入れ先との調整。活
動発表会の開催。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 3,559
実績 0 0 2,809

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 3,559
財源 実績 0 0 2,809

人件費 計画 0 0 217
実績 0 0 120

トータル 計画 0 0 3,776
コスト 実績 0 0 2,929

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

登録者数 400 400 400 400 400
268 336 364

増加目標 67% 84% 91%
発表会開催回数 1 1 1 1 1

0 1 1
その他 0 100 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

延べボランティア活動者数 500 500 600 600 600
458 572 716

増加目標 91.6% 114.4% 119.33%
ボランティアを受入た団体数 25 25 25 25 25

18 20 29
増加目標 72% 80% 116%

事後評価
・地域や行政等の受入施設・団体等29団体（市８、公民館５、福祉関係５、その他11）と連携・調
整を図り、ボランティアを希望する生徒に対し活動機会の提供を行った。
・青少年ボランティア人材バンクに364人（中学生126人、高校生238人）、ユースボランティア登
録者６人（大学生など）が登録した。
・延べ活動回数238回、延べ参加者数688人が活動した。
 
 

実施結果
(748)

目標を達成している。ボランティア意識が高まっている中、多種多様な分野での参加機会を設け、
成果の 選択支を広げられたことが目標達成につながっている。
達成状況  
と要因

登録者個々の興味や特技を生かし、ニーズに応じたボランティアメニューを提供していけるよう、
各団体への情報発信が必要である。

課　題

様々な社会活動の分野で社会参加の機会を提供し、積極的に参加できる体制を引き続き整備してい
く。

今後の
方向性

所属長 青少年の社会参加を促し、体験を豊富にすることで、青少年の健全育成につながるよう事業を進め
意見(72) ていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成11年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 471 海の子・山の子交流事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市内に在住する小学生／川根本町と連携し・海と山の体験活動を行うことでふるさとへの愛着をも
事務事業

ってもらう。また、研修を通して仲間で行うことの大切さと思い出づくりを進める。
対象/意図

焼津市と川根本町の小学生を対象に交流事業を実施する。8月に4～6年生を対象に焼津市で「海の
事業概要 体験」を実施し、10月末頃同じメンバーが、川根本町で「山の体験」を実施する。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

焼津市で海の体験実施（８月）参加者の募集・決定、実施内容の企画運営。
川根本町で山の体験実施（10月）参加者の引率。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 402
実績 0 0 328

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 80
実績 0 0 69

一般 計画 0 0 322
財源 実績 0 0 259

人件費 計画 0 0 1,976
実績 0 0 2,811

トータル 計画 0 0 2,378
コスト 実績 0 0 3,139

令和5年度　事務事業評価書



保全への関心を深め、それぞれの郷土への愛着心や相互理解
を深めることを目的に、従来通りですすめる。

今後の
方向性

所属長 交流体験を通して郷土への愛着心や相互理解を深めるように両市町で協力して推進していく。
意見(72)

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

事業参加者数 40 40 40 40 40
0 27 35

増加目標 0% 67.5% 87.5%
開催回数 2 2 3 2 2

0 2 3
その他 0 100 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

友だちができたと答えた参加 35 27 35 35 35
者 0 11 34

増加目標 0% 40.74% 97.14%
いろいろな体験活動ができた 35 27 20 20 20
と答えた参加者 0 11 16

増加目標 0% 40.74% 80%
楽しかったと答えた参加者の 90 90 90 90 90
割合 0 80 91

増加目標 0% 88.89% 101.11%

事後評価
・小学生４年生以上を対象とした焼津市と川根本町との交流事業として、実施内容等企画運営を行
い、事業を実施した。
(開催概要)
・山の体験１回目（８月）　日帰りでパドルスポーツ体験、長島ダム見学などに39人参加した。
・海の体験（10月）　１泊２日で鰹節削り体験、超低温冷蔵庫体験、焼津漁港見学などに35人参加
した。
・山の体験２回目（11月）　日帰りで羊毛クラフト体験、火付け体験などに35人参加した。

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）山の体験が日帰り開催となったことも影響し、目標を達成できなかった。
成果の ・成果指標②（未達成）山の体験が日帰り開催となったことも影響し、目標を達成できなかった。
達成状況 ・成果指標③（達成）昨年度の参加者アンケートなどを参考に両市町内容を見直し、楽しかったと
と要因 答えた参加者の目標を達成した。

・海と山の体験活動を行うことでふるさとへの愛着を深めるまた、仲間で行うことの大切さと思い
出づくりを進めることが出来ているが、今の時代に合わせた開催方式等を両市町で検討していく必
要がある。

課　題

・交流体験を通して、海や森林の環境



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和62年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 472 健全育成活動費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

青少年健全育成市民会議　委員他／青少年育成市民会議活動事業を支援することで子どもたちの健
事務事業

やかな成長、豊かな人間性を育むことを目指している。
対象/意図

青少年健全育成活動の推進に係る講演や、各地区の青少年健全育成活動を推進する青少年健全育成
事業概要 市民会議に対して市補助金を交付する
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

市民会議の開催
街頭キャンペーン
青少年健全育成市民会議「地区別研修会等」（各地区開催）
子ども・若者育成支援強調月間静岡県大会へ参加

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 464
実績 0 0 372

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 464
財源 実績 0 0 372

人件費 計画 0 0 968
実績 0 0 214

トータル 計画 0 0 1,432
コスト 実績 0 0 586

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

補助金額 45 45 45 45 45
29.6 29.8 36.7

その他 65.8 66.2 81.6

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

開催行事数 60 60 60 60 60
30 40 40

その他 50 66.6 66.6

事後評価
・青少年健全育成市民会議に対して活動費の補助金助成（１地区上限50,000円、対象９地区、補助
率２分の１）を行い、各地域における青少年健全育成活動を支援した。
・静岡県青少年育成会議の会費負担金を支出した。

実施結果
(748)

成果指標名①（未達成）昨年度から引き続き、規模縮小開催となった行事があり、目標を達成でき
成果の なかった。
達成状況
と要因

青少年育成市民会議活動事業を支援することで子どもたちの健やかな成長、豊かな人間性を育むこ
とを繋がっているが、団体によって補助金の上限限度額を下回っている。補助対象経費等を今後、
見直していく必要がある。

課　題

引き続き、地域での青少年健全育成活動を実施していく。

今後の
方向性

所属長 各地域における青少年健全育成活動を支援する。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和58年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 474 明るい街づくり市民大会費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/明るく住みよい街づくりの意識を向上してもらうため、大会に参加する。
事務事業
対象/意図

明るく住みよい街づくりのため、「青少年非行防止」「暴力追放」「交通安全」「防犯」「人権啓
事業概要 発」といった諸活動を地域全体で推進するための大会を開催する。自治会連合会に委託し、各コミ
(168) ュニティ等において独自に開催している。

手
段
・
実
施
内
容
等

焼津市自治会連合会への委託事務（市内１３会場で大会を開催）

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 1,080
実績 0 0 1,080

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 1,080
財源 実績 0 0 1,080

人件費 計画 0 0 565
実績 0 0 184

トータル 計画 0 0 1,645
コスト 実績 0 0 1,264

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

明るい街づくり市民大会地区 回 0 13 13 13 13
開催数 0 13 13

その他 0 100 100

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

明るい街づくり市民大会地区 人 0 3,000 3,000 3,000 3,000
参加者数 0 649 1,953

増加目標 21.63% 65.1%

事後評価
・明るく住み良いまちづくりのため、「青少年非行防止」「暴力追放」「交通安全」「防犯」「人
権啓発」といった諸活動を地域全体で推進するための大会を開催した。
・大会開催にあたっては、自治会連合会に委託し、市内13地区（市内８公民館地区、第１から第５
自治会は自治会ごと）において開催し、1,953人が参加した。

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）参加者数は増えているが、コロナの影響で回復していないため、目標を達
成果の 成できなかった。
達成状況
と要因

・参加者数などが減少傾向にある。今の時代にあったやり方で啓発等を実施することを検討してい
く必要がある。

課　題

・今後も住みよいまちつくりのため、継続的に取り組んでいく。

今後の
方向性

所属長 ・地域全体で各種活動を推進していくための市民大会であり、今後も住みよいまちつくりのため、
意見(72) 継続的に取り組みを進める。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 5年度 ～ 令和 7年度
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 7233 地域コミュニティ共創事業費（地方創生）
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・社会教育総務費
施策が 市民　生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/心豊かな暮らしの実現（Well　Being）
事務事業
対象/意図

人口減少社会において、持続的な地域運営を推進するため、地域運営組織を地域とともに構築する
事業概要 よう、地域関係者間の「対話」と「意思共有」を行政と地域が、しっかりとプロセスを踏みながら
(168) 、地域が主体的に取り組めるよう、意識醸成を図りながら、進めていくため、地域交流センターを

活動拠点として、「新たな地域の和」の構築を進めていく。

手
段
・
実
施
内
容
等

地域の課題や運営主体組織の構築に向け、地域の活動拠点である地域交流センターを中心に地域が
主体的に取り組めるよう、「対話」や「意思共有」などのプロセスを踏み、行政と地域が両輪で複
雑多様化する地域課題の解決に向けて多様な主体が連携、協力して取り組んでいく「新たな地域の
和」の構築を進める。

令和 ・先駆的に地域課題に取組むための新たな地域運営組織づくりのサポート
5年度 ・地域住民の意識醸成や地域の状況に応じた地域活動支援の研修会の開催

・地域交流センターを中心とした行政連携窓口運営事務補助員として、会計年度任用職員を配置
 

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 2,176
実績 0 0 1,614

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 988
支出金 実績 0 0 807
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0

令

0 0
実績 0 0 0

一般 計

和

画 0 0 1,188
財源

5

実績 0 0 807

人件費

年

計画 0 0 237
実績 0

度

0 4,476
トータル

　

計画 0 0 2,413
コ

事

スト 実績 0 0 6,09

務

0

事業評価書



(72)

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

地域交流センターを通じて実 140 149 158 167
施した地域活動数（イベント 144
等含む） 増加目標 102.86%
地域交流センターでのオンラ 0 1 3 6
イン講座り実施数（オンライ 0
ン会議も含む） 増加目標

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

まちづくり活動（ＮＰＯ、ボ 35.4 36.3 37.1 38
ランティア活動含む）に参加 35.4
・参加したい人の割合 増加目標 100%

事後評価
・令和６年度より公民館を地域交流センターとして移行するにあたり、自治会役員を対象に共助意
識醸成のための講演会を開催し、自治会役員等104人が聴講した。
・行政連携窓口運営補助として、会計年度任用職員１人を配置（９月～３月末まで）した。

実施結果
(748)

・成果指標①（達成）初年度は、地域の意識醸成を図るセミナーを開催し、自治会関係者等の意識
成果の 醸成が図られた。地域運営組織は今後、地域が主体的に取り組むためその活動支援を行う。
達成状況
と要因

・地域運営組織を地域とともに構築するよう、地域関係者間の対話と意思共有を行政と地域が、し
っかりとプロセスを踏みながら進め、地域が主体的に取り組めるよう、地域交流センターと連携し
、意識醸成を図りながら取り組む必要がある。

課　題

・地域毎抱える課題が違うため、地域に寄り添い、地域が主体的に取り組むプロセスを構築しなが
ら、各地域交流センターとも連携し、持続可能な地域を目指す運営組織づくりのサポート・支援を

今後の
進める。

方向性
・地域のデジタルステーションとして、全世代へのオンライン講座やスマホ相談などを実施する。

所属長 ・総合計画の実効性を高める柱となる事業の１つのため、今後も継続して取り組んでいく。
意見



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和52年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 475 公民館運営審議会費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

公民館運営審議会委員/情報交換や研修、公民館利用を通して、公民館の運営・事業の企画等に意
事務事業

見・助言・提案をしてもらう。
対象/意図

公民館運営審議会は、公民館における各種事業の企画実施について調査・審議を行う。
事業概要 公民館運営審議会では、公民館における各種事業の企画実施について調査・審議を行う。委員は、
(168) 学校教育及び社会教育委の関係者、学識経験者及び家庭教育の向上に資する活動を行うもの。（定

数15名以内。公募委員含む。）

手
段
・
実
施
内
容
等

・公民館運営審議会の開催（年間３回）
・県主催の研修参加

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 305
実績 0 0 289

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 305
財源 実績 0 0 289

人件費 計画 0 0 1,079
実績 0 0 595

トータル 計画 0 0 1,384
コスト 実績 0 0 884

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

審議会の開催回数 回 3 3 3
3 3 3

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

審議会に出席した審議員の延 人 45 45 45
べ人数 42 41 44

増加目標 93.33% 91.11% 97.78%
公民館利用者数 人 222,900 279,100 322,100 365,100 406,100

230,673 297,588 324,941
増加目標 103.49% 106.62% 100.88%

事後評価
・公民館運営審議会を３回（４月、７月、３月）開催した。
・公民館事業や公民館の地域交流センター移行について、審議し、多くの意見をいただいた。

実施結果
(748)

・公民館運営審議会委員いただいた意見を踏まえ、公民館事業を実施し、委員からは公民館で開催
成果の している講座や館外学習について高評価をいただいた。
達成状況 ・地域交流センター移行することで、新たな事業が展開されることへの期待や地域交流センターの
と要因 運営方法、貸館の基準等についての意見を、今後の地域交流センター運営に活かすことができる。

・公民館から地域交流センターへと移行することで、公民館運営審議会は廃止となるため、今後、
センター利用者の意見を把握する手段が必要となる。

課　題

・新たな任意組織を設置し、地域交流センター利用者や、地域コミュニティの意見把握や、情報交
換の場を設ける。

今後の
方向性

所属長 ・地域交流センターに移行した後も引き続き市民意見聴衆および情報交換の場は必要であるため、
意見(72) 新たにそのような場を設けていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 476 公民館統括事務費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

公民館/講座開催、貸館、コミュニティ活動支援、公民館図書室を適切に運営する。
事務事業
対象/意図

公民館の講座開催、貸館、コミュニティ活動支援、図書室運営の実務を担う会計年度任用職員を雇
事業概要 用し、報酬の支払いを実施する。
(168) 公民館職員の研修参加のための研修費や旅費の支払いを実施する。

公民館総合補償制度に加入する。

手
段
・
実
施
内
容
等

会計年度任用職員（公民館主事９人、夜間・休日業務員２８人、公民館司書１人、コミュニティ支
援員９人）の賃金・手当等の支払い。
公民館職員の研修参加に伴う旅費や防火管理者講習のためのテキスト代の支払い。
公民館総合補償制度への加入。

令和  
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 77,814
実績 0 0 76,547

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 77,814
財源 実績 0 0 76,547

人件費 計画 0 0 8,769
実績 0 0 854

トータル 計画 0 0 86,583
コスト 実績 0 0 77,401

令和5年度　事務事業評価書



、公民館を地域交流センターに移行することで、これまでの生涯学習活動に加え
、様々な目的や用途で利用でき、幅広い世代の住民や地域の団体、事業者等が集い、「つながり」

今後の
「支え合える」地域の拠点施設とする。

方向性

所属長 ・地域交流センターの様々な事業を実施し運営して行く中で必要な人員であり、引き続き地域の拠
意見(72) 点施設として事業を進めていく。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

防火管理者の人数 人 9 9 9 9 9
9 9 9

増加目標 100% 100% 100%
公民館会計年度任用職員の人 人 47 47 47 47 47
数 47 47 47

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館を支障なく運営できた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%
公民館利用者数 人 222,900 279,100 322,100 365,100 406,100

230,673 297,588 324,941
増加目標 103.49% 106.62% 100.88%

事後評価
・公民館の講座開催、貸館、コミュニティ活動支援、図書室運営の実務を担う会計年度任用職員を
雇用し、公民館を適切に運営した。
・公民館職員の研修参加のための研修費や旅費の支払いを実施した。
・公民館総合補償制度に加入し、公民館活動で利用者が事故やケガに備えることで、利用者が安心
して公民館活動が行える状況を整えた。
・公民館長が防火管理者として、適切に公民館運営を行った。

実施結果
(748)

・公民館職員が適切に事業を実施したたため、公民館を適切に運営することができた。
成果の ・利用者数については、昨年度と比較し増加したが、新型コロナウィルスの影響や高齢化により活
達成状況 動をやめてしまった利用者もいると考えられ、目標達成に至らなかった。
と要因

・公民館利用者について、新型コロナウィルスの影響等により、減少しコロナ前の水準までには回
復していない。
・地域課題や住民ニーズが複雑多様化していることから地域の拠点施設である公民館は、住民ニー

課　題
ズに応えるために、これまで以上に多くの役割を求められている。

・令和６年度より



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 478 東益津公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 215
実績 0 0 180

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 215
財源 実績 0 0 180

人件費 計画 0 0 4,691
実績 0 0 1,168

トータル 計画 0 0 4,906
コスト 実績 0 0 1,348

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 297

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。

実施結果
(748)

活動指標・成果指標とも達成することができた。
成果の 日々の施設の点検を行うことにより、消耗品等を切らすことなく安心・安全な運営が出来た。
達成状況
と要因

消耗品等の点検を行うことにより、安全・安心で使いやすい状態にはしているが、施設の老朽化に
伴い建物設備の更新が必要となっている。特に空調設備は、夏に故障があり経年劣化が進んでいる
ことから早期の更新が必要となっている。

課　題

令和６年度から公民館から地域交流センターに移行するにあたり、地域の拠点施設としての機能を
より一層強化していくためにも、安全安心な運営を行う必要がある。そのためにも、経年劣化が進

今後の
んでいる空調設備を更新する必要がある。

方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和57年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 479 大村公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 204
実績 0 0 204

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 204
財源 実績 0 0 204

人件費 計画 0 0 4,742
実績 0 0 5,179

トータル 計画 0 0 4,946
コスト 実績 0 0 5,383

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 297

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。

実施結果
(748)

点検は開館日に行うことが出来た。
成果の 開館日は支障なく公民館運営を実施できた。
達成状況
と要因

築年数が15年以上経過して来たので空調設備を含め設備の更新が必要。

課　題

日々の点検を行い、支障なく施設の運営ができるように心がけるとともに、設備の管理更新を進め
ていきたい。

今後の
方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 480 豊田公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 318
実績 0 0 318

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 318
財源 実績 0 0 318

人件費 計画 0 0 4,691
実績 0 0 475

トータル 計画 0 0 5,009
コスト 実績 0 0 793

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 297

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。

実施結果
(748)

朝の巡回点検、夜間業務員による２回の巡回点検により、故障や不具合に気づき、早急に対応でき
成果の ている。
達成状況
と要因

４月から地域交流センターとなり、利用者の増加が見込まれる。
利用者が増えても、これまで同様に利用者が、安心、安全に利用できるよう努める。「指定暑熱避
難所」となることに伴い、避難してきた人の対応をしっかり決める必要がある

課　題

個人利用者や事業者の利用が可能になるなど、これまでとは利用者の形態が変わっていく中で、職
員間のコミュニケーションを図り、適切な対応ができるよう努める。

今後の
方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成 2年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 481 焼津公民館管理費運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

各公民館が安全・安心して利用できるよう、公民館の適切な管理を行う。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
や、焼津公民館の再開発ビル共益費負担金の支払いを実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 2,791
実績 0 0 2,700

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 2,791
財源 実績 0 0 2,700

人件費 計画 0 0 4,742
実績 0 0 2,167

トータル 計画 0 0 7,533
コスト 実績 0 0 4,867

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 358 358 359 358 358
358 358 359

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。
・焼津公民館の再開発ビル共益費負担金の支払いを実施した。

実施結果
(748)

毎開館日に館内を巡回し、支障なく公民館運営をすることができた。消耗品についても蛍光灯やト
成果の イレットペーパー等の不足がないか確認し適切に補充することができた。
達成状況
と要因

施設の老朽化に伴い、エアコンや換気扇の故障、暴風雨時の雨漏り、蛍光灯の不点灯、暗幕やカー
テンの更新など修繕のための予算措置は必用である。

課　題

引き続き安全・安心して利用していただくよう、適切な管理をしていくとともに、不測の事態の緊
急修繕に対応できるよう予算確保が必要である。

今後の
方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 482 小川公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
や駐車場借地料を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 1,463
実績 0 0 1,447

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 1,463
財源 実績 0 0 1,447

人件費 計画 0 0 4,691
実績 0 0 6,699

トータル 計画 0 0 6,154
コスト 実績 0 0 8,146

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 297

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。
・駐車場用地として借地している土地の借地手続きを行い、借上料を支出した。

実施結果
(748)

　館長による朝の巡回点検、夜間業務員による２回の巡回点検により、故障や不具合に気づき、早
成果の 急に対応できている。
達成状況
と要因

　４月から地域交流センターとなり、利用者の増加が見込まれる。利用者が増えても、これまで同
様に利用者が、安心、安全に利用できるよう努める。「指定暑熱避難所」となることに伴い、避難
してきた人の対応をしっかり決める必要がある。

課　題

　これまでと利用者の形態が変わっていく中で、職員間のコミュニケーションを図り、適切な対応
ができるよう努める。

今後の
方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和56年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 483 港公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 261
実績 0 0 194

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 261
財源 実績 0 0 194

人件費 計画 0 0 4,691
実績 0 0 7,513

トータル 計画 0 0 4,952
コスト 実績 0 0 7,707

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 297

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。

実施結果
(748)

支障なく公民館運営ができた
成果の
達成状況
と要因

地域交流センターになることで利用対象者が拡大し、より使いやすい施設になる。このため施設の
利用者、利用率が増加することが予想される。これまで以上に市民が安全・安心して利用できるよ
う、必要な物品の購入するなどして適切な管理を行えるように十分注意する必要がある。

課　題

引き続き、来館者が安全・安心して利用できるように「自主検査チェック表」などを用いて適切に
管理を行って行く。

今後の
方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 484 大富公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
や駐車場借地料を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 597
実績 0 0 597

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 597
財源 実績 0 0 597

人件費 計画 0 0 4,691
実績 0 0 7,119

トータル 計画 0 0 5,288
コスト 実績 0 0 7,716

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 297

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。
・駐車場用地として借地している土地の借地手続きを行い、借上料を支出した。

実施結果
(748)

・巡回点検を行い、施設に不備がないよう物品管理をし、不足分については購入した。
成果の
達成状況
と要因

・地域交流センターに移行すると利用者が増加し、客層にも変化が予想される。これまで以上に施
設の点検、物品管理等が必要になってくる。

課　題

・日々の巡回点検を継続し、必要に応じて回数を増やす等、対策を行う。

今後の
方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう公民館の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 昭和30年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 485 和田公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 396
実績 0 0 339

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 396
財源 実績 0 0 339

人件費 計画 0 0 4,691
実績 0 0 5,353

トータル 計画 0 0 5,087
コスト 実績 0 0 5,692

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 297

増加目標 100% 100% 100%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。

実施結果
(748)

・開館前の巡回点検、業務員の夜間巡回点検を実施し、建物設備等の不具合、故障等に迅速に対応
成果の できた。
達成状況
と要因

・４月から地域交流センターになることで、利用者の増加が見込まれる。
・利用者には使用基準等により適正な利用を周知させていく必要がある。
・令和６年度から「クーリングシェルター」になることに伴い、避難者の対応を決めていく必要が

課　題
ある。

・引き続き、来館者が安全安心に利用できるよう努めていく。
・職員間での情報共有を図り、利用者への適切な対応ができるよう努める。

今後の
方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成20年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 486 大井川公民館管理運営費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている。
目指す姿

地域住民/公民館が安全で使いやすい状態を維持する。
事務事業
対象/意図

市民が公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な物品の購入を行い、公民館の適切な管理を
事業概要 行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

公民館の管理運営のために、消耗品（トイレットペーパー、インク、トナー、照明器具等）の購入
を実施する。

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 429
実績 0 0 429

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 429
財源 実績 0 0 429

人件費 計画 0 0 4,691
実績 0 0 5,304

トータル 計画 0 0 5,120
コスト 実績 0 0 5,733

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

公民館の点検を実施した日数 日 297 297 297 297 297
297 297 298

増加目標 100% 100% 100.34%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

支障なく公民館運営ができた ％ 100 100 100 100 100
日数の割合 100 100 100

増加目標 100% 100% 100%

事後評価
・公民館が安全・安心して利用できるよう、必要な消耗品等を購入するとともに、公民館の適切な
維持管理を実施した。

実施結果
(748)

スタッフで情報共有を図り、必要物品について不足なく購入するとともに、修繕においてはスタッ
成果の フ対応可能なものについては迅速に対応。業者対応については、手続きを行った。
達成状況
と要因

施設、設備の老朽化に伴い、修繕が必要となる。そのための予算の確保が必要。

課　題

地域交流センター化により、利用者の幅、利用形態の多様化が見込まれる。また、「指定暑熱避難
施設」になり、来館者の増が見込まれる。このためさらなるスタッフが情報共有を図り、安全、快

今後の
適性を確保していくように努める。

方向性

所属長 利用者が安心して利用できるよう施設の適切な管理を行い安全管理に努めていく。
意見(72)



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 718 図書館協議会費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/焼津市図書館協議会設置及び開催により、市民の意見が図書館運営に反映することができる
事務事業

ようになり、結果として図書館貸出者数が増加する。
対象/意図

・委員（市民）の意見を徴するための図書館協議会の開催。
事業概要 ・委員からの意見について、手段・方法を含め検討して図書館運営に反映させる。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

年度中に３回図書館協議会を開催

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 99
実績 0 0 86

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 99
財源 実績 0 0 86

人件費 計画 0 0 45,796
実績 0 0 906

トータル 計画 0 0 45,895
コスト 実績 0 0 992

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

図書課協議会開催 回 2 2 2 2 2
2 2 3

増加目標 100% 100% 150%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 回 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
年度中に３回図書館協議会を開催し、子ども読書活動推進計画（第三次）の策定や実施事業につい
ての意見を徴した。

実施結果
(748)

市民の意見が図書館運営に反映することができるようになったが、図書館貸出者数の増加に繋がっ
成果の ておらず、目標を達成できなかった。
達成状況
と要因

市民/焼津市図書館協議会設置及び開催により、市民の意見が図書館運営に反映することができる
ようになったが、図書館貸出者数の増加に繋がっていない。

課　題

今後も図書館協議会委員の意見を徴し図書館運営の改善に努める。

今後の
方向性

所属長 よりよい図書館運営のため館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき、館長に
意見(72) 意見を述べる機関として今後も継続して実施していく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 719 焼津図書館事務諸費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める資料を入手でき、学習等に活かすことができるようになる。
事務事業
対象/意図

図書館資料の貸出・返却・予約等の受付業務をはじめ、市民からの読書相談や問い合せに応じ、レ
事業概要 ファレンス業務を行う。県内公立図書館と連携した相互貸借や図書館事業の調査・研究、職員研修
(168) への参加を行う。

手
段
・
実
施
内
容
等

・図書館資料の貸出・返却、利用者登録、予約等の受付、複写サービス、相談業務及び資料の整理
・保管。
・静岡県図書館協会（会員129館）による図書館振興事業に係る調査回答、職員研修への参加。
 

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 26,351
実績 0 0 25,240

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 25
実績 0 0 24

一般 計画 0 0 26,326
財源 実績 0 0 25,216

人件費 計画 0 0 45,796
実績 0 0 27,468

トータル 計画 0 0 72,147
コスト 実績 0 0 52,708

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

レファレンス件数（全館） 件 2,300 3,400 3,400 3,400 3,400
3,379 3,254 3,570

増加目標 146.91% 95.71% 105%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%
新規登録者数(全館） 1,850 1,500 1,500 1,500 1,500

1,448 1,979 1,465
増加目標 78.27% 131.93% 97.67%

事後評価
　読書案内・レファレンス（参考調査・相談業務）の実施、小学生向けの読書手帳配布など、より
きめ細やかなサービスの拡充を図り、効果的な図書館運営に努めた。
・図書館資料の貸出・返却、利用者登録、予約等の受付、複写サービス、相談業務及び資料の整理
・保管を行った。
・静岡県図書館協会（会員129館）による図書館振興事業に係る調査に対する回答を行い、また、
協会が主催する職員研修へ参加した。
 

実施結果
(748)

レファレンスなどの利用者サービスは目標達成できたが、図書館利用者の減少に伴い、図書館貸出
成果の 者数も減少となり、目標を達成できなかった。
達成状況
と要因

開架書棚が少ないため、更なる資料の整理・保管業務が求めるられる。

課　題

月に１度の館内整理日等を有効活用し、資料の整理・保管業務を行っていく。

今後の
方向性

所属長 「生涯学び、人と地域が育つ、つなげる図書館」を基本理念に、市民の身近な情報拠点として、今
意見(72) 後も多様な資料及び情報収集に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 720 大井川図書館事務諸費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める資料を入手でき、学習等に活かすことができるようになる。
事務事業
対象/意図

図書館資料の貸出・返却・予約等の受付業務をはじめ、市民からの読書相談や問い合せに応じ、レ
事業概要 ファレンス業務を行う。県内公立図書館と連携した相互貸借や図書館事業の調査・研究、職員研修
(168) への参加を行う。

手
段
・
実
施
内
容
等

・図書館資料の貸出・返却、利用者登録、予約等の受付、複写サービス、相談業務及び資料の整理
・保管。
・静岡県図書館協会（会員129館）による図書館振興事業に係る調査回答、職員研修への参加。
 

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 15,027
実績 0 0 14,464

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 9
実績 0 0 13

一般 計画 0 0 15,018
財源 実績 0 0 14,451

人件費 計画 0 0 45,796
実績 0 0 11,132

トータル 計画 0 0 60,823
コスト 実績 0 0 25,596

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

レファレンス件数（全館） 件 2,300 3,400 3,400 3,400 3,400
3,379 3,254 3,570

増加目標 146.91% 95.71% 105%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%
新規登録者数(全館） 人 1,850 1,500 1,500 1,500 1,500

1,448 1,979 1,465
増加目標 78.27% 131.93% 97.67%

事後評価
　読書案内・レファレンス（参考調査・相談業務）の実施、小学生向けの読書手帳配布など、より
きめ細やかなサービスの拡充を図り、効果的な図書館運営に努めた。
・図書館資料の貸出・返却、利用者登録、予約等の受付、複写サービス、相談業務及び資料の整理
・保管を行った。
・静岡県図書館協会（会員129館）が主催する職員研修へ参加した。
  
 

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）図書館への来館者が減少し、目標を達成できなかった。
成果の ・成果指標②（未達成）利用者の減少や電子図書やサブスクリプション等のサービスの拡大、利用
達成状況 者ニーズの変化により、目標を達成できなかった。
と要因

・複雑なレファレンスへの対応。
・市民のニーズの多様化。

課　題

・各職員のレファレンス能力の向上を図る。
・市民のニーズをより広く把握する。

今後の
方向性

所属長 「生涯学び、人と地域が育つ、つなげる図書館」を基本理念に、市民の身近な情報拠点として、今
意見(72) 後も多様な資料及び情報収集に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 721 焼津図書館図書資料購入費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める資料を入手できる。
事務事業
対象/意図

図書館資料を購入することにより、利用者ニーズに対応するとともに図書館資料の充実を図り、市
事業概要 民の読書意欲に応えていく（選定基準に基づき偏りなく各分野から幅広く図書館資料を収集する）
(168) 。

手
段
・
実
施
内
容
等

・出版情報等の収集
・選書（貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考）
・資料の購入

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 18,000
実績 0 0 17,961

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 1
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 17,999
財源 実績 0 0 17,961

人件費 計画 0 0 2,917
実績 0 0 1,371

トータル 計画 0 0 20,917
コスト 実績 0 0 19,332

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

予約・リクエストへの対応件 件 80,000 80,000 80,000 80,000 80,000
数（全館、視聴覚以外） 80,218 80,740 80,643

増加目標 100.27% 100.93% 100.8%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
　利用者に迅速かつ適切に資料・情報を提供するため、資料の一層の整備・充実を図り、焼津図書
館と大井川図書館の両館が連携し業務に取り組んできた。
・出版情報等の収集をした。
・貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考にして選書を行った。
・利用者からのリクエストや選書図書等を毎週取りまとめて発注を行った。

実施結果
(748)

予約・リクエストなどの利用者サービスの件数は目標達成できているが、成果としての貸出点数へ
成果の は結びついておらず、目標達成できなかった。
達成状況
と要因

・多言語資料や視聴覚資料など、市民ニーズの多様化。
・電子書籍の普及と、紙媒体の書籍・雑誌・新聞の発行部数の減少。

課　題

・出版情報等の収集。
・電子書籍についての研究。

今後の
方向性

所属長 「生涯学び、人と地域が育つ、つなげる図書館」を基本理念に、市民の身近な情報拠点として、今
意見(72) 後も多様な資料及び情報収集に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 722 大井川図書館図書資料購入費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める資料を入手できる。
事務事業
対象/意図

図書館資料を購入することにより、利用者ニーズに対応するとともに図書館資料の充実を図り、市
事業概要 民の読書意欲に応えていく（選定基準に基づき偏りなく各分野から幅広く図書館資料を収集する）
(168) 。

手
段
・
実
施
内
容
等

・出版情報等の収集
・選書（貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考）
・資料の購入

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 8,500
実績 0 0 8,476

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 8,500
財源 実績 0 0 8,476

人件費 計画 0 0 2,917
実績 0 0 8,153

トータル 計画 0 0 11,417
コスト 実績 0 0 16,629

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

予約・リクエストへの対応件 点 80,000 80,000 80,000 80,000 80,000
数(全館、視聴覚以外) 80,218 80,740 80,643

増加目標 100.27% 100.93% 100.8%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
　利用者に迅速かつ適切に資料・情報を提供するため、資料の一層の整備・充実を図り、焼津図書
館と大井川図書館の両館が連携し業務に取り組んできた。
・出版情報等の収集をした。
・貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考にして選書を行った。
・利用者からのリクエストや選書図書等を毎週取りまとめて発注を行った。

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）図書館への来館者が減少し、目標を達成できなかった。
成果の

達成状況
と要因

・市民のニーズの多様化
・物価高騰による書籍価格の推移
・電子書籍の普及状況

課　題

・書籍の情報（出版情報・書評等）の収集
・書籍購入予算の獲得

今後の
・電子書籍についての研究

方向性

所属長 「生涯学び、人と地域が育つ、つなげる図書館」を基本理念に、市民の身近な情報拠点として、今
意見(72) 後も多様な資料及び情報収集に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 723 焼津図書館図書資料電算運営費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める情報を容易にかつ迅速に入手できる環境を整備する。
事務事業
対象/意図

図書館利用者に迅速かつ適切な資料・情報を提供するため、電算システムを円滑に稼働させる。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・図書館システム機器・管理ソフトの保守委託
・インターネット蔵書検索予約等システム・図書館ホームページの保守委託
・データベースの利用契約
・図書館システム機能向上のための情報交換、打ち合わせへの参加

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 11,840
実績 0 0 11,608

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 11,840
財源 実績 0 0 11,608

人件費 計画 0 0 3,035
実績 0 0 91

トータル 計画 0 0 14,875
コスト 実績 0 0 11,699

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

レファレンス件数（全館） 件 2,300 3,400 3,400 3,400 3,400
3,379 3,254 3,570

増加目標 146.91% 95.71% 105%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
　図書館ホームページからのインターネットによる予約受付など情報拠点としての機能を高めると
ともに、利用者が受け取りを希望する公民館図書室まで資料の配送を行い、資料の整備・充実に努
めた。
・自動貸出機の導入により、利用者が求める資料を探すレファレンスサービスへの対応時間を多く
捻出することが可能となった。
・書誌情報の作成委託を行い、利用しやすい蔵書の書誌データを維持した。

実施結果
(748)

利用者サービスであるレファレンス件数は目標達成されているが、成果としての貸出点数には結び
成果の ついておらず、目標達成できなかった。
達成状況
と要因

利用者が調査や研究のためにインターネット検索を行うノートパソコンはアプリの障害でパソコン
が起動できない事象が発生しており、インターネット閲覧サービスは2台の内1台のみとなっている
。

課　題

令和6年度インターネット閲覧サービスのため、パソコンのリース業者を選定し更新する。

今後の
方向性

所属長 利用者の利便性の向上及び図書館業務の効率化のため、今後もシステムの有効活用を図るとともに
意見(72) 、システムの迅速かつ適切な更新に努める。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 724 大井川図書館図書資料電算運営費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める情報を容易にかつ迅速に入手できる環境を整備する。
事務事業
対象/意図

図書館利用者に迅速かつ適切な資料・情報を提供するため、電算システムを円滑に稼働させる。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

書誌情報の作成委託
データベースの利用契約
図書館システム機能向上のための情報交換、打ち合わせへの参加

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 788
実績 0 0 761

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 788
財源 実績 0 0 761

人件費 計画 0 0 3,035
実績 0 0 880

トータル 計画 0 0 3,823
コスト 実績 0 0 1,641

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

レファレンス件数（全館） 件 2,300 3,400 3,400 3,400 3,400
3,379 3,254 3,570

増加目標 146.91% 95.71% 105%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数(全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
　図書館ホームページからのインターネットによる予約受付など情報拠点としての機能を高めると
ともに、資料の整備・充実に努めた。
・自動貸出機の導入により、利用者が求める資料を探すレファレンスサービスへの対応時間を多く
捻出することが可能となった。
・書誌情報の作成委託を行い、利用しやすい蔵書の書誌データを維持した。
・新聞記事等のデータベースの利用契約し、市民からのレファレンスに活用した。

実施結果
(748)

・成果指標①（未達成）図書館への来館者が減少し、目標を達成できなかった。
成果の

達成状況
と要因

・市民が利用するインターネット閲覧用PCに不具合が多く、サービス維持に苦慮した。

課　題

・図書館システムは、使いやすいシステムとなるよう今後も継続して取り組んでいく。
・市民が利用するインターネットPCは、令和６年度に更新する。

今後の
方向性

所属長 利用者の利便性の向上及び図書館業務の効率化のため、今後もシステムの有効活用を図るとともに
意見(72) 、システムの迅速かつ適切な更新に努める。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 725 焼津図書館視聴覚教育振興費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める資料を入手できる。
事務事業
対象/意図

視聴覚資料（ＣＤ）を購入することにより所蔵資料の充実を図り、利用者ニーズに対応する。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・発売情報等の収集
・選定（貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考）
・資料の購入
・資料の装備業務委託

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 277
実績 0 0 249

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 277
財源 実績 0 0 249

人件費 計画 0 0 2,917
実績 0 0 80

トータル 計画 0 0 3,194
コスト 実績 0 0 329

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

視聴覚資料受入数（全館） 点 150 150 150 150 150
143 127 124

増加目標 95.33% 84.67% 82.67%
視聴覚資料予約対応件数（全 件 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000
館） 4,084 3,199 3,129

増加目標 102.1% 79.97% 78.22%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり貸出点数（全館） 点 5 5 5 5 5
4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
・発売情報等の収集を行った。
・貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考に選定を行った。
・資料の購入を行った。
・資料の装備業務委託を行った。

実施結果
(748)

物価高騰によりＣＤやＤＶＤも高くなっているため、予算内で購入できる枚数が減っているため、
成果の 貸出点数についても目標達成できなかった。
達成状況
と要因

・市民のニーズの多様化
・物価高騰によるCDやDVD価格の推移

課　題

・CD,DVD情報（発売情報等）の収集
・視聴覚資料購入予算の獲得

今後の
方向性

所属長 「生涯学び、人と地域が育つ、つなげる図書館」を基本理念に、市民の身近な情報拠点として、今
意見(72) 後も多様な資料及び情報収集に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 726 大井川図書館視聴覚教育振興費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/求める資料を入手できる。
事務事業
対象/意図

視聴覚資料（CD・DVD）を購入することにより所蔵資料の充実を図り、利用者ニーズに対応する。
事業概要
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

・発売情報等の収集
・選定（貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考）
・資料の購入
・資料の装備業務委託

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 339
実績 0 0 328

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 339
財源 実績 0 0 328

人件費 計画 0 0 2,917
実績 0 0 587

トータル 計画 0 0 3,256
コスト 実績 0 0 915

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

視聴覚資料受入数(全館） 点 150 150 150 150 150
143 127 124

増加目標 95.33% 84.67% 82.67%
視聴覚資料予約対応件数(全 件 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000
館） 4,084 3,199 3,129

増加目標 102.1% 79.97% 78.22%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

人口当たり資料貸出点数（全 点 5 5 5 5 5
館） 4.6 4.4 4.3

増加目標 92% 88% 86%

事後評価
・発売情報等の収集を行った。
・貸出統計・蔵書構成・レファレンス事例・利用者の声等を参考に選定を行った。
・資料の購入を行った。
・資料の装備業務委託を行った。

実施結果
(748)

・成果指標②（未達成）図書館への来館者が減少し、目標を達成できなかった。
成果の

達成状況
と要因

・市民のニーズの多様化
・物価高騰によるCDやDVD価格の推移

課　題

・CD,DVD情報（発売情報等）の収集
・視聴覚資料購入予算の獲得

今後の
方向性

所属長 「生涯学び、人と地域が育つ、つなげる図書館」を基本理念に、市民の身近な情報拠点として、今
意見(72) 後も多様な資料及び情報収集に努めていく。



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 727 焼津図書館読書普及事業費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/読書普及につながる様々な講座や催事に参加することで図書館利用を促進する。
事務事業
対象/意図

・図書館講座をはじめ、子ども読書活動推進計画に基づき、おはなし会・ブックスタート事業など
事業概要 を実施。
(168) ・図書館ボランティアによる読書普及活動

手
段
・
実
施
内
容
等

・ブックスタートの実施
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施
・図書館ボランティアによる読書普及活動
・視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」に加入し、録音図書の貸出など障害者サービスを実

令和 施。
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 975
実績 0 0 954

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 975
財源 実績 0 0 954

人件費 計画 0 0 10,082
実績 0 0 6,713

トータル 計画 0 0 11,057
コスト 実績 0 0 7,667

令和5年度　事務事業評価書



会の参加人数の減少。

課　題

・講座においては、参加者アンケートの内容を反映させるなど、市民のニーズに合ったものを開催
する。

今後の
・関係部署との連携を意識して企画を行う。

方向性
・更なる読書普及に向け、ボランティア活動を有効的につなげる

所属長 市民のニーズを十分に把握し、図書館利用者や貸出しの拡大に繋がるような魅力のある事業、講座
意見(72) 等を企画するとともに、効果的な情報発信に努める。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

講座・読み聞かせ会等開催回 回 150 150 150 150 150
数（焼津図書館） 145 184 179

増加目標 96.67% 122.67% 119.33%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

新規登録者数(全館） 人 1,850 1,500 1,500 1,500 1,500
1,448 1,979 1,465

増加目標 78.27% 131.93% 97.67%
講座・読み聞かせ会等の参加 人 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500
人数（焼津図書館） 2,556 2,698 2,506

増加目標 102.24% 107.92% 100.24%

事後評価
　催事は、参加人数の制限や例年開催している場所より広い会場に変更して開催するなど、感染対
策をしながら開催した。乳幼児期から読書に親しむことの大切さを伝えたり、普段図書館を利用さ
れない方に対する来館のきっかけ作りをしたりして、図書館自体のＰＲも含め学習機会の提供と読
書普及に努めた。また、図書館利用に障害がある方の読書活動をサポートするための「アシストサ
ービス」の周知に努め、利用促進を図った。
・焼津地区でブックスタートを実施した。
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施をした。
・図書館ボランティアによる読み聞かせや音訳などにより、読書普及につながった。

実施結果
・視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」に加入し、録音図書の貸出など障害者サービスを実

(748)
施をした。

読書普及のためのイベントや講座などを年間を通して行い、ほぼ目標達成できた。
成果の

達成状況
と要因

・講座によって、参加者人数に偏りがある。
・読み聞かせ



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 令和 4年度 ～
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 03 読書活動の推進
事務事業名 728 大井川図書館読書普及事業費
所　属 教育委員会事務局教育部 図書課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・図書館費
施策が 市民が生きがいを持ち心豊かに暮らしている
目指す姿

市民/読書普及につながる様々な講座や催事に参加することで図書館利用を促進する。
事務事業
対象/意図

・図書館講座をはじめ、子ども読書活動推進計画に基づき、おはなし会・ブックスタート事業など
事業概要 を実施。
(168) ・図書館ボランティアによる読書普及活動

手
段
・
実
施
内
容
等

・ブックスタートの実施
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施
・図書館ボランティアによる読書普及活動
・絵手紙展ややいづっこべや等の展示室の活用

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 104
実績 0 0 118

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 0
支出金 実績 0 0 0
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 0
実績 0 0 0

一般 計画 0 0 104
財源 実績 0 0 118

人件費 計画 0 0 10,082
実績 0 0 4,811

トータル 計画 0 0 10,186
コスト 実績 0 0 4,929

令和5年度　事務事業評価書



。

課　題

・利用者のニーズに合ったイベントの開催。
・更なる読書普及に向け、ボランティア活動を有効的につなげる

今後の
方向性

所属長 市民のニーズを十分に把握し、図書館利用者や貸出しの拡大に繋がるような魅力のある事業、講座
意見(72) 等を企画するとともに、効果的な情報発信に努める。

活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

講座・読み聞かせ会等開催回 回 94 94 94 94 94
数(大井川図書館） 64 90 96

増加目標 68.09% 95.74% 102.13%

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

新規登録者数(全館） 人 1,850 1,500 1,500 1,500 1,500
1,448 1,979 1,465

増加目標 78.27% 131.93% 97.67%
講座・読み聞かせ会等の参加 人 900 900 900 900 900
人数(大井川図書館） 695 693 955

増加目標 77.22% 77% 106.11%

事後評価
　催事は、参加人数の制限や例年開催している場所より広い会場に変更して開催するなど、感染対
策をしながら開催した。乳幼児期から読書に親しむことの大切さを伝えたり、普段図書館を利用さ
れない方に対する来館のきっかけ作りをしたりして、図書館自体のＰＲも含め学習機会の提供と読
書普及に努めた。また、図書館利用に障害がある方の読書活動をサポートするための「アシストサ
ービス」の周知に努め、利用促進を図った。
・大井川地区でのブックスタート事業を開催した。
・読書普及イベント、図書館講座、読み聞かせ会等の企画・広報・実施をした。
・図書館ボランティアによる読み聞かせや音訳などにより、読書普及につながった。

実施結果
(748)

・成果指標➀（未達成）利用者の減少や電子図書やサブスクリプション等のサービスの拡大、利用
成果の 者ニーズの変化により、目標を達成できなかった。
達成状況 ・成果指標②（達成）講座の広報活動を積極的に行い、目標を達成した。
と要因

・図書館講座、おはなし会・ブックスタート事業など、イベント参加人数の減少



事業概要
経費分類 政策 事業完了 □ 事業期間 平成29年度 ～ 令和 8年度
政　策 03 生きがいを持って暮らせるまちづくり
施　策 01 生きがいづくりの推進
基本事業 02 ライフステージに応じた学習・活動機会の充実
事務事業名 487 豊田地域交流拠点施設整備事業費
所　属 生きがい・交流部 スマイルライフ推進課
会　計 一般会計
科　目 教育費・社会教育費・公民館建設費
施策が 市民が生きがいを持ち、心豊かに暮らしている
目指す姿

対象：豊田公民館
事務事業

意図：豊田地域の生涯学習を更に充実させ、併せて地域防災・地域交流・地域のまちづくり等を促
対象/意図

進させる新たな拠点として、多機能で多世代が交流できる施設の整備を目指す。
建築から30年以上が経過し、老朽化が著しく耐震性も低い豊田公民館について、「機能」「総量」

事業概要 「維持保全」の最適化を目指す、公共施設マネジメントの観点から整備を行う。
(168)

手
段
・
実
施
内
容
等

《拡充》基本・実施設計
《拡充》事業用地取得
《拡充》用地造成費用

令和
5年度

事業費内訳 （単位：千円）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業費 計画 0 0 295,189
実績 0 0 229,240

財
源
内
訳

国庫 計画 0 0 8,352
支出金 実績 0 0 8,643
県 計画 0 0 0

支出金 実績 0 0 0

地方債 計画 0 0 0
実績 0 0 0

その他 計画 0 0 286,754
実績 0 0 220,596

一般 計画 0 0 83
財源 実績 0 0 1

人件費 計画 0 0 2,632
実績 0 0 5,701

トータル 計画 0 0 297,821
コスト 実績 0 0 234,941

令和5年度　事務事業評価書



活動指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

活動指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

専門部会開催数 回 5 5 5 5 5
1 5 8

その他 20 100 160
地元住民との意見交換会回数 回 2 2 2 2 2

2 5 3
その他 100 250 150

成果指標
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単位

成果指標名 計画 計画 計画 計画 計画 計画
達成率 実績 実績 実績 実績 実績 実績
区分 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

豊田公民館利用者数 人 20,000 25,000 30,000 45,000 50,000
17,073 25,853 27,635

増加目標 85.37% 103.41% 92.12%

事後評価
・基本設計及び実施設計を業務委託し、建設工事の発注に向けた手続きを進めた。
・地元自治会などへ進捗状況等に関する説明会を実施した。
・隣接する住宅の事前建物調査を実施した。
・地権者より用地取得を行い、建て替え予定地の造成工事に着手した。

実施結果
(748)

・計画通り実施できている。
成果の ・常に関係各課と協議し情報共有し進めている。
達成状況
と要因

・旧豊田村で所有していた（現市所有）木を施設内で活用する要望があるため、公有財産課と現地
調査を実施する必要がある。

課　題

・令和６年度に建設工事に着手し、令和７年度末の完成に向け関係各課と引き続き情報共有してい
く。

今後の
・必要な備品について調査し取りまとめていく。

方向性

所属長 ・地域の交流拠点、防災拠点としてより多くの地域の人たちに気軽に立ち寄ってもらえる施設とな
意見(72) るよう、関係各課と情報を共有し計画どおり進めていく。


